
点数　各項目20点満点

光バイト にる 一般審査員A 19 18 17 18 17 89 このコンテストにおける評価項目のすべてが、高レベルで満たされた怪談。私
は最初、この怪談に高得点をつけたくなかった。なぜなら、読み始めからとて
も面白かったのだが、私が考える怪談の理想とは方向性が違ったからである。
それが何なのかと言われれば、説明するのが非常に難しい。それでも何とか説
明するならば、こういった気分が悪くなる系の話は、気分の悪さと怖さの境界
が曖昧になりがちだということである。非常に悪い言い方をすれば、怪談とし
ての「品格」に欠ける、ということだ。この類の所謂「胸糞系怪談」は、得て
して「怖さ」以外の項目がおしなべて駄目なのであるが、この怪談はそうでは
ない。「怖さ」があるのは当然なのであるが、それ以外の要素もきちんと持っ
ている。ただ、怪談としての「品格」までは感じることができなかった。

光バイト にる 一般審査員B 13 12 16 13 15 69 読んでいてなんか鬼太郎にありそうな話だなと思いながら、読んでましたが現
代に馴染むように話が作られていて、とても面白かったです。同姓同名とかは
無理矢理な感じがしました。ヒカリの方が殺されるオチは犯人がヒカルはどこ
だ！って叫びながら捕まったみたいなニュースでもよかったかなと思いまし
た。

光バイト にる 一般審査員C 18 20 16 14 20 88 同性同名やタイトルとの伏線回収の上手さが秀逸でした。排水溝に流れる油汚
れのヤバさ、油汚れに触れてはいけなかったと気がついてからの手遅れ感がと
ても怖い…。語り口調は、２ちゃんねるの洒落怖っぽくてこのグランプリに合
致していると思う。社会問題になっている闇バイトを扱った内容なので、鋭さ
の項目を高得点としました。

光バイト にる 一般審査員D 18 19 18 17 16 88 かなり尖った内容で…これぞ新しいスタイルの闇バイト。人の怨念を処理する
闇の仕事、という怪談は聞いたことがありますがこれは何が起きているのだろ
うと頭の整理が追いつかないまま、どんどん展開をしていきとてつもなく悪い
後味を残して締めくくられていて考察をするもよし、そのまま後味の悪さを味
わうも良し、と人によって色々な楽しみ方ができる内容だと思いました。この
まま都市伝説になりそうな「本当にあるような気がする」怖い話でした。

光バイト にる 一般審査員E 17 16 16 18 17 84 先日You Tubeで見た排水管洗浄とリンクして油の塊がリアルに目に浮かんでし
まった。紺野さんが拾い上げた油の塊が声を発するなんて、まさに現代版『王
様の耳はロバの耳』だと思った。「ニクイ」と発しているのは喧嘩を売ってい
る方、売られた方、どっちの声か気になる。こんのひかりさんはバイトに行っ
ていないのに近藤に殺害されてしまったということは、一度関わったら殺され
るか、続けるしかなかったのかもしれない。紺野さんの前の人はどうなったの
か知りたくなる。彼はこれから毎日、不安と恐怖を洗い流していかないとなら
ないと思った。その塊は誰が拾ってくれるのだろうか。

光バイト にる 一般審査員F 18 17 18 17 19 89 なかなか興味深く面白いお話でした。闇バイトが問題になっている昨今、時代
にマッチしたお話ですね。ニートで引きこもっていた光が遠い親戚の知り合い
から紹介されたというバイト。それは富裕層が住む高級住宅地での汚水処理。
ただ、その汚水はお金持ちに向けられた憎しみ、恨みの念の塊のようなもの
で、見える人には見えるというようなものだった。こういう発想は新しいです
ね。実際にそんなものが見えたり声が聞こえたりしたら怖いだろうし、気持ち
悪いに違いない。口止め料を渡すという事は、依頼者のお金持ち達もモノが見
えていて自覚があるという事ですよね？その辺りもヒトコワな要素もあって、
怖い。意外性といえば、そんなバイトが嫌で家に電話した事から本来紹介され
たバイトとは違うという事が発覚するところ。そして、後日、性別は違うが漢
字表記では同姓同名の人物宅にバイトで迎えに来た男が押し入り逮捕された
ニュース。タイトルの光バイトに名前が上手くかかっていたり、色々と捻りも
あって非常に良かったです。

光バイト にる 一般審査員G 18 18 15 15 15 81 クライマックスが最高ですね。一気に恐怖を頂点まで上げておいて急展開させ
るクライマックス。息をとめて読んでしまいました。山下さんの緩急のつけ方
が特にいいですね。にこにこしたチャラいオジさんからの変化も怖かったで
す。主人公をハッピーエンドにさせないところも良いですね。自分好みの人怖
怪談です。（この怪談を書いたのは…昨年の投稿者なのでは！？とワクワクし
ました。答え合わせが楽しみです）

光バイト にる 一般審査員H 17 18 18 17 18 88 めちゃくちゃ気持ち悪くて、不気味でした。何なんだコレ！？怖さ、言わずも
がな下水から流れてくる喋る塊です。人の念の塊、恨みつらみが汚物となって
出てくるなんて、嗚呼気色悪い！鋭さ、主人公ヒカルが嫌々ながらバイトに出
かけ、いきなりとんでもない怪奇現象に出くわす。しかも、連れてきた山下は
無表情に仕事を続けろと言うだけ。徐々に追い込まれるヒカル。たまったもの
ではありませんね。新しさ、先ずタイトルの「光バイト」とは何ぞや？から始
まり、清掃のバイトと言う一見普通の仕事のはずが、汚物が人の顔をして恨み
の言葉を吐き続けるなんて。こういう形での「人の恨みの念」の表し方があっ
たのか、と驚きました。ユーモアさ、もう状況がシュール過ぎて笑えてきま
す。結局、山下の正体もヤ○ザに雇われた下っ端、半端もんの様だし。しかも
結局、闇バイト？の様相。ヒカルは巻き込まれて、馬鹿をみたような。それも
含めて可笑しい。面白い。意外さ、これはもう、下水から出てくる「叫びなが
ら出てきた塊」。そもそも受けていたバイトじゃ無かった上に、あのまま続け
ていたらヒカルはどうなっていたか、、、という恐怖。山下の正体、とその明か
され方です。

光バイト にる 一般審査員I 14 14 15 12 11 66 話としては不気味だし怖かった。闇バイトでありそうですよね。恨みを流すは
無理かもですが、殺しちゃったから解体してつまらないように流してみたいな
（笑）金持ちがそんなに殺人をおかしちゃう世界線も怖いですが（笑）そして
漢字が同じ人がバイトをしようとしてて間違えられた偶然となぜかそのバイト
に行くことになってしまった説明のつかない状況。どこをとっても不気味だな
と

光バイト にる 一般審査員J 16 16 18 18 19 87 マンションに住んでいると配管が詰まる原因で白い塊（油の塊）があると聞い
たことがあり、人間の脂なんだと思っていた。しかし、その人間から出た分泌
物には、その人が受けた思いや本人の思いなども宿っているのではないかと気
付かされる面白い話だった

合計 168 168 167 159 167 829

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

315 公開（後悔）日記 一般審査員A 16 16 18 16 16 82 バランスがよく、欠点のない怪談である。今まで見たことのない新しい切り口
も興味深い。正直、妻のつぶやきを読みながら、心を痛め、共感していた私と
しては、少し腑に落ちない結末ではあった。実話なのであれば本当に申し訳な
いのだが、もう少し内面的な深堀りを読むことができたなら、かなりの高得点
をつけたと思う。少し形式的な表現の割合が多いように感じた。とはいえ、切
り口はとても新しく、全体としてはよくまとまっている怪談である。形式だけ
ではなく、内容についての表現が個人的には欲しかったのだが、書く本人はつ
らいかもしれない。

315 公開（後悔）日記 一般審査員B 12 11 15 10 10 58 昔に流行った、縦読み文章ですね。不倫とかの匂わせのイメージが強いですが
怪談に持ってくるのは賛否が分かれそうですね。自分的には嫌いじゃ無いです
が、夫の方の縦読みのオチが強引だった印象でした。

315 公開（後悔）日記 一般審査員C 18 20 20 10 18 86 SNSと呪術の組み合わせは斬新でした。日記テイストの表現も面白いと思いま
した。ヒトコワ系の要素が強いですが、呪いの要素も相まって私はこのタイプ
の作品は好みです。洒落怖ではないのかな？と思いますががこういうのも有り
だと思います。

315 公開（後悔）日記 一般審査員D 18 19 20 20 19 96 秀逸！日記のように短文で淡々と綴らているものの、所々不協和音のような違
和感を感じさせる気持ちの悪さ。何故こういう書き方をしたのだろう。何故こ
んなことをわざわざ記録しているのだろう？と疑問に感じたことを、最終的に
綺麗に解決してくれました。構成が見事なだけでなくちゃんと怖い。人怖であ
りオカルト的な要素もある。シンプルでありつつ、今までにない流れだったの
で全てにおいて高得点をつけさせていただきました。

315 公開（後悔）日記 一般審査員E 16 16 17 17 17 83 時間の経過がよく比較できる構成が面白くテンポよく読み進められた。「SNS
を活用した呪法」が本当にあるのなら、これはものすごくコスパがいいです。
成就までのレスポンスが速いわ！もう、わざわざ道具を揃えて丑三つ時に暗い
中、出掛ける必要もないし、お手軽です。本当に実在するのならばですけれ
ど。自分以外の力で願望を叶えるには必ずお決まりの引き換えが必要なのでは
と思うと、この妻が亡くなったのは代償として亡くなったと感じてしまう。で
は夫の方はどうなのだろうか、きっと世話をすることが出来ない体になるので
はないかと想像してしまった。

315 公開（後悔）日記 一般審査員F 18 18 18 17 19 90 素晴らしい文才をお持ちですね！ここまで作り込んで、それでいて内容もしっ
かり怖い。本当に凄い才能だと思います。読んでいくと、いじめを苦に自殺し
た娘の母親の日記だというのはすぐにわかるけれど、まさか、それ自体が呪い
になっていて、縦読みにするとしっかり呪いの言葉になっている、というのは
斬新だし意外性も高いです。実際にいじめが原因で自分の子供が死んでしまっ
たら親としては、相手を呪い殺したい、同じ目に遭わせてやりたい、と思うか
もしれませんね。最後に、妻を殺したのは実は夫だったかもしれない、という
展開にも捻りがあって、またここでも意外性がプラスされますね。文面を生か
した、読む作品、として一際優れたよき作品だな、と思いました。

315 公開（後悔）日記 一般審査員G 15 15 20 15 10 75 この手法は今後、怪奇宴グランプリでは使えない。そんな唯一無二の怪談が出
てきて興奮しました。昔からネットやSNSではあるあるの手法なのですが…こ
の密度、濃度。圧倒的に新しい怪談に感じました。文頭が簡単な漢字もかな表
記なので何か仕掛けがあると思っていましたが、こんなに濃密なオチだとは。
読了後に爽快感すら感じました。読み手への気遣いもある構成になっており日
頃、長文に慣れていない方でもスラスラ読めそうな気がしました。

315 公開（後悔）日記 一般審査員H 19 18 18 17 18 90 うわぁ。。心底ゾッとしました！これは怖い！「呪い」の話ですが表現方法が
目を引きます。怖さ、いじめで我が子を失った母親の辛さ、恨み、憎しみが綴
られていくのですが、最初は何か物理的な方法で復讐に及ぶのかと思いきや、、
SNSを使った呪法。そして結果成就するという。我が子を失った苦しみからと
は言え、凄まじい執念です。そこからの夫の独白のターンも、、怖さ満載でし
た。鋭さ、ここも日々淡々としかし内心ではふつふつと湧き上がる相手への恨
みを抱きながら生活していく様が不気味で、切れ味鋭いという印象です。新し
さ、最終的にSNSを通して相手を呪い殺すという展開ですが、冒頭から日記風
に投稿されていたので種明かしされるまで、これが呪いだと全く気づきません
でした！しかも何日もかけて、頭文字を繋げて呪いを完成させるとは。ユーモ
アさ、あくまでも中心となるのは母親の復讐劇なのでしょうが、呪いに固執す
るあまり日々の夫婦の生活に破綻を来たしつつあり、妻はそれに気づいていな
い様子。呪いは叶ったけれど、呪い返しで本人も死に至る。。。かと思いきや、
え？え？夫が呪いかけた可能性あり？何と言うんでしょう。全く人という生き
物は、、と呆れつつも面白かったです。意外さ、SNSを使う事自体は現代におい
ては差程珍しくは無いのでしょうが、使い方が兎に角上手いですね。あと、頭
文字で文章を作ると言うのも割と古典的なやり方ではあるのですが、この2つ
の掛け合わせがバランス取れていて怪異譚として成立しています。お見事でし
た！

315 公開（後悔）日記 一般審査員I 14 13 12 10 12 61 読みやすいしめちゃくちゃよくできたお話だと思います。この呪術は本当に簡
単で誰でも気軽に出来てしまうルールだってところがちょっと怖い。現に奥さ
んも旦那さんもやって高価があったのだから。簡単すぎて怖い。奥さんからし
たら気丈に振舞っている旦那さんの姿にちょっとずつ前向きになり感謝してい
たはずなのに、旦那さんは気丈に振舞うことにつかれて奥さんに呪術をかけて
しまって気持ちのすれ違いってホント大きな、問題なんだなと思わされるお話
でした。

315 公開（後悔）日記 一般審査員J 15 18 17 19 19 88 非常に怖い呪だと思った。また旦那さんの投稿も偶然の産物と書いているがあ
まりにも良く出来すぎていたのが、意外にも、とても怖かった。いじめでの事
象においては、昨今、ニュースで目にする機会があり、教育者側の良くない対
応にリアリティがあったところも、良かった。

合計 161 164 175 151 158 809

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

322 重三のこと 一般審査員A 15 18 17 17 15 82 普通のストーリーとしてみれば、プロ並みだと思う。しかし、怪談として見る
と、個人的にはあんまり怖くなかった。ただ、話を脚色して怖くしようとする
と、怪談としての「品格」を失った単なる「胸糞エピソード」になってしまう
ので、そこは注意する必要がある。だが、この話の場合、ストーリーがよくで
きており、しっかりしているので、そこまで気にする必要はないかもしれな
い。なんにせよ、怖い話としては評価できなかった。ストーリーテリングの才
能は確実にあると思うので、もっと話を怖くしてもいいと思う。背筋が凍っ
て、夜も眠れなくなるような怪談を書いてください（お願い）。

322 重三のこと 一般審査員B 10 10 12 15 12 59 怪談というよりは、ただただ面白い話しでした。最初の江戸っ子口調が気にな
りましたが楽しくすらすら読めました。怖さは無かったので怖い話に重点を置
いた作品も読んでみたいと思いました。

322 重三のこと 一般審査員C 18 18 16 20 18 90 昔話から始まり、現在に繋がるストーリー展開がとても上手い。終盤のモテな
い理由が判った件からとてもユーモアを感じました。ドラマチックで人間味を
感じる文章表現も好きです。曾祖父の正体は一体何だったのか？気になりま
す。

322 重三のこと 一般審査員D 17 16 18 18 19 88 取材のようであり、仲が良い祖父と孫の会話かと思って読んでいたらとんでも
ない結末で鳥肌が止まりません。大正〜昭和の旧き良き日本の風景の中に潜ん
でいたであろう影の世界にいたシゲと、目の前で語っている昔気質の江戸っ子
のお祖父様が交互に描かれることで過去がどれだけ陰惨なものだったかが際
立っていると思いました。喰らっていた念は消化されるのではなく、お祖父様
の中に留まり続けて救いを得ていたというのがとても意外でした。名付けの話
から曾祖父がとんでもない人だったと伝わってきましたが、最終的に徹底的に
碌でもない人で非業の死を迎えても同情の余地はなし。お祖父様は対照的に人
を惹きつける存在だったような気がします。少し寂しい終わり方でしたが、個
人的にとても好きなお話でした。

322 重三のこと 一般審査員E 16 17 16 18 17 84 豪快な祖父の話に何事もゆるい時代の、それってまずいんじゃないですかとい
う内容が盛り込まれている。時期が祖父母や吉原ともかすめている私にとっ
て、お化け話より懐かしさが漂って何ともノスタルジックな感じ。全体的にき
なこさんのおじいさんの霊に対する行動も生き方も豪快過ぎてその部分ばかり
フォーカスしてしまったが、気にかかった部分がおじいさんの目だ。なぜ左目
なのか確か冝保愛子さんも左目にいわくがあったし私も左目に現象が起きる。
左というキーワードを是非、きなこさんに深堀りしてもらいたいと思ってし
まった。家は三代で絶えてしまうらしいが、おじいさんは楽しく人生を終えた
ことが伝わってくる。

322 重三のこと 一般審査員F 17 17 17 18 16 85 おじいちゃんから聞かされる昔話というテイストの語り口調がユーモラスで、
怖いお話のはずなのが、その怖さを和らげるような、そんな印象のお話でし
た。重三おじいちゃんは、お姐さんを助けようとした際の事故で片目を失った
ことから霊感が目覚めたのですね。その霊感を活かして拝み屋を始めて小遣い
稼ぎをしたりするところは流石です。波瀾万丈な人生を歩んで来られたおじい
ちゃん。最大の難敵はおじいちゃんの父親である、きなこさんの曾祖父だった
のでしょうね。正確には曾祖父に取り憑いた魔物、邪神だったのでしょうけれ
ど、それに飲み込まれまいと抗い、父親を殺してしまったおじいちゃん。それ
でも、どこかおじいちゃんに肩入れしてしまうのは、おじいちゃんの語りから
垣間見えるその人柄のせいでしょうか。とにかく、ユーモアさが光るお話でし
た。

322 重三のこと 一般審査員G 10 15 5 10 10 50 中盤がドロドロしているからこそ、爽やかなオチに救われました。まぁ、呪い
みたいなものは終わってなさそうですが…クセの強い江戸言葉ですが、SFバト
ル漫画のような力強い構成のおかげでスムーズに読めました。非現実的な展開
が続くので、好みは別れそうです。非現実的な部分によりリアリティを混ぜた
展開も読んでみたいと思いました。

322 重三のこと 一般審査員H 17 17 18 19 18 89 完全に虚をつかれた感じです。こういった形の怪異の表現ってあるんです
ねぇ。怖さ、重三が目に怪我を負ったのを切っ掛けにこの世ならざるものが見
え始め、その対処方法が「怨念、化け物を喰らう」という通常であれば、本人
も無事では済まないはずですが、彼は喰らい続けた。終盤でその由縁が明かさ
れますが、そこに到る行程、描写がとても怖かったです。鋭さ、重三の置かれ
ている境遇、そんな中でも必死にでもどこかあっけらかんともしていて、ただ
し同時に他人に憑いてるモノを淡々と喰らい続ける。感傷は抱かずに。余分な
描写が無く強く鋭さを感じました。新しさ、時に軽妙ですらある語り口で怪異
が語られていく様はテンポも良く、文章の長さを感じさせません。重三のキャ
ラクターが魅力的です。また、やはり「化け物を喰らいその身に吸収する」と
いう設定もなかなかに斬新でした。ともすれば、トリッキーなものって荒唐無
稽になりがちですが、ちゃんと成立しています。ユーモアさ、重三のキャラク
ターの面白さにつきます。複雑な出自ながら、逞しく生きていく様。厄介な能
力に目覚めたけれど、そこも活用してタフに生きていく。後半の父親と一緒に
生活していく中で父親に見えた群を抜いてとんでもないモノにも、危うく取り
込まれそうになるも踏みとどまる。どんな境遇の中でも必ず何某かのユーモ
ア、可笑しみがあるものだなと感じました。意外さ、重複しますが化け物の退
治の方法、重三の能力が顔も知らなかった父親由来のものであったという皮
肉、そして父親との対峙で見事に打ち勝つ場面。そしてラスト、重三おじぃ
ちゃんは亡くなっていて、ボクと昔話をしていたという驚き。諸々意外性に富
んでいました。

322 重三のこと 一般審査員I 12 11 12 13 14 62 お爺ちゃんが孫に自分の人生を語って聞かせてるのかと思ったら、お爺ちゃん
死んでて幽霊になって語ってたとは（笑）片目が見えなくなったことで霊がみ
えることになり、自分の体に取り込むことで祓っている形になっていて、でも
浄化はされてなく自分の体に溜まっていたのはビックリでした。お孫さんがど
んな語りでYouTubeにアップするか楽しみです（笑）

322 重三のこと 一般審査員J 15 18 18 19 19 89 主人公の祖父の話が非常に面白く、ユーモアと怖さがちょうどよい混ざり具合
をした良い話だった

合計 147 157 149 167 158 778

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

323 蛇の涙 一般審査員A 20 20 18 20 15 93 怪談にとって一番大事なものの一つが表現されている傑作。本当に大切なも
のってあるんだ。言葉じゃ伝わらないけどあるんだよ。絶対に。普段忘れてし
まっている人も多いと思う。でも、それを伝えることが表現者の本来的な務め
なんだよ。本当は答えってあるんだよ。純文学に逃げちゃいけないんだ。それ
をそのまま伝えることって本当に難しいんだ。シンプルだけど大事なことを表
現しようとすると、陳腐になりがちだし、恥もかくかもしれない。でも向き合
わなくちゃ。この作品、評価しない人もいると思います。でも私は、あなたの
勇気に敬意を表してこの点数をつけます。怖くないじゃないかって言う人もい
ると思うけど、大事なものを完全に忘れてしまった人間の末路を描いた「怖
さ」がきちんと表現されている。新しくないじゃないか？　逆に新しいので
は？　少なくとも私はここ最近目にしてない。怪談にとって一番大切な「品
格」を備えている時点で、鋭さとユーモアさは確実にある。ただ、意外さだけ
はない。もう少しストーリーをひねってみてもいいかもしれない。言葉がまと
まってなくて申し訳ない。とにかく、高評価。誰が何と言おうと。私が太鼓判
を押します。

323 蛇の涙 一般審査員B 12 10 13 12 10 57 蛇神の話かと読んでいくと話の進め方が上手くて少しずつ引き込まれました。
しかし、話の内容はお婆さんのくだりから雑になっていって、急に薄っぺらい
Ｂ級ホラーになっていったのは残念でした。お婆さんの無理くりな怨みではな
くて、もっとじっくり表現できたらもっと良くなると思いました。

323 蛇の涙 一般審査員C 16 12 12 14 16 70 地域に伝わる信仰を扱った内容で個人的に好みの作品でした。呪術なのか？神
罰なのか？、異形となってしまった隣人は一体どうしてこうなってしまったの
か…。主人公が間一髪助かって良かったです。

323 蛇の涙 一般審査員D 17 16 17 17 15 82 「蛇神信仰」というキーワードが出てきただけで、幸福を手にする人と不幸に
なる人が出てくるフラグが立っている気がしました。体験者が可愛がって懐い
ていたであろう蛇が、こんな酷いことをするのかとぞっとしましたが歪んだ信
仰にはそれなりの報いが待っているものだと納得しました。それにしても、受
ける報いが恐ろしすぎます…顔や体に変化が出ることはあるものの、こういう
形で出るのは新鮮に感じました。仏は慈悲深いものですが、神は恵みをもたら
すこともあれば祟ることもある。その両面が描かれている怖い話だと感じまし
た。最終的に蛇さんに体験者の気持ちが伝わっていて良かったです。

323 蛇の涙 一般審査員E 16 16 17 17 17 83 蛇の恩返しとでもいうような話。わからないのは斉藤家の婆ちゃんだ。彼の夢
に嫌がらせのように現れてくるのは、白蛇に情けをかけたことへの恨みなの
か、それとも尋常ではない婆ちゃんの八つ当たりなのか。死んだはずの婆ちゃ
んが化け物になって蘇ってきたということは婆ちゃん自体が黒蛇で死体は抜け
殻だったとか？だけど、白蛇に簡単に食べられてしまった。一連の出来事がひ
と通り片付いて、姫様も神社へ戻りいい気持ちで年を越したんだろう。「夜口
笛を吹くと蛇が出るよ」と、子どもの頃に言われたのを思い出す。今回の一番
の被害者は、『蛙』だった気がする。

323 蛇の涙 一般審査員F 17 18 16 16 16 83 怖さは怖さであるのですが、それよりも美しさというか、どこか神秘性を感じ
させるお話でした。隣の斉藤のお婆ちゃんも、かわいそうと言えばそう言えな
くもないけれど、黒蛇信仰のようなものをして取り憑かれてしまったんですか
ね。夢に現れる姿も不気味ですが、呪いのせいなのか、姿形が変わっていった
り黒蛇を操るように従え、目の前で黒蛇を飲み込んでいく様は怖い。一方、蛇
を助けたり、お婆ちゃんに殺された蛇を庭に埋めてあげ、生卵をお供えしたり
する渚には蛇姫様の守りや加護が強く働いたんでしょうね。

323 蛇の涙 一般審査員G 10 15 10 15 10 60 血生臭い蛇の恩返し〜！ラブストーリーは突然に怪談でした。異形の描写が
生々しくてとても良いですね。想像しやすかったのでストーリーに没入できま
した。終盤でこういうオチ？？と若干混乱しましたが、蛇らしく竜頭蛇尾な終
わり方で良いと思います。主人公が幸福なカエルのように感じたのは私だけで
しょうか。欲張っていろいろ詰め込んだのが、吉とでるか、凶となるか。そん
なドキドキを孕んだ構成になっていました。

323 蛇の涙 一般審査員H 19 18 18 16 18 89 怪異ではありながらも古典の様な佇まい。締めくくり方も綺麗ですね。怖さ、
斎藤の婆さんの有り様、変貌していく様が非常に怖かったです。理由も殺した
蛇の呪いかと思われたものが実は、、という、そこに持っていくのか！という
印象。いやー、終始不気味で気色悪く、怖かった。鋭さ、主人公目線での婆さ
んの視え方、当初夢から始まりやがては現実へ。しまいには主人公が婆さんに
襲われ、最大の危機が訪れる。緊迫感を持って読めました。新しさ、話の鍵に
なるのが蛇だったため、当初は主人公が蛇を助けるも途中で誤って殺してし
まって祟が起きる、等段々と雲行きが怪しくなる方向性かな、と思っていまし
たが、、敵は隣の婆さんでした！しかも、殺めた蛇の祟りでは無くもっと凄ま
じくとんでもないものでした、というストーリー。ありそうで無かった展開で
した。ユーモアさ、序盤の蛇を助けて、蛙を集めて食べさせてあげる主人公の
姿は微笑ましいです。からの、一転して蛇が殺されてしまってからの怪異の表
現。あんまり言うと気の毒かも知れませんが、、婆さんの変化の有様が凄すぎ
て笑えます。意外さ、ここも助けた蛇が実は祀られていた姫神様であり仇なす
存在などでは無く、主人公を守ってくれるラストですかね。バッドエンドでな
くて良かったです。

323 蛇の涙 一般審査員I 12 12 14 13 11 62 隣の斉藤さんはなぜ主人公をにらみつけていたのだろう。主人公は蛇に優しく
していたのでいいことが起こったのですね。鶴の恩返し（笑）笠地蔵みたいな
（笑）悪夢を見せるほど斉藤さんは恨んでいたのはなぜでしょう？？お父さん
の体調まで回復させて、蛇さんは本当に感謝していたんですね。怖いより心あ
たたまるお話でした。

323 蛇の涙 一般審査員J 15 16 15 13 15 74 蛇の恩返しなんだろうと思い、面白い話だった。隣の家は、どんなことをして
いたのか。蛇もすべてが良いわけではないというのもよくわかった興味深い話
だった

合計 154 153 150 153 143 753

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

317 母性 一般審査員A 16 19 16 13 15 79 非常にいい話であった。いい話であっただけに、この評価になってしまうの
は、申し訳ない。個人的にはもう少し高く評価したいのであるが、どの項目も
「怪談」としての項目であるが故に、そこまで高く評価をすることができな
かった。ただ、本当に心を込めて一生懸命書かれたことは文章から伝わってく
るし、とてもいい話である。その気持ちを「鋭さ」の評価に込めました。「怪
談」として見ると、脚色次第ではもっと怪談らしくすることもできたと思うの
だが、実話怪談のリアリティとの調節が非常に難しくなってしまう。なので、
「作品それ自体」に対する私個人の評価は、審査員としての私の評価よりも高
いです。

317 母性 一般審査員B 10 13 14 12 12 61 前世の記憶がある子供がたまに現れたりしますが子供の記憶と現実は少し違っ
ていたのを見たことがあります。ということは、前世にいた世界と現世の世界
は違う次元だとおもいました。話を怪談に戻しますが前世でできなかったこと
を現世でやり遂げるために生まれ変わるみたいな考え方がありますが、それを
踏まえると弟から逃げずに向き合わないと、来世でも同じことになるんじゃな
いかなと思いました。神は越えられない壁は造らないみたいですよ。

317 母性 一般審査員C 12 14 14 10 14 64 洒落怖というよりかは小説のような作品だと感じました。内容的には怖い要素
もありますが感動する部類の話と受け取りました。ハッピーエンドの様な終わ
り方をされているので怖さは余り感じませんでしたが、無いように引き込まれ
る作品でした。

317 母性 一般審査員D 12 17 18 19 19 85 読みながら胸が苦しくなって泣きそうになってしまいました。体験者の方が
持って生まれた人とは違う能力を「人のために」使えるようになったのは素晴
らしいことだと思います。しかし、それが苦い経験の上に成り立っていること
がとても切ないです。初恋の苦い思い出、などという可愛い言葉では済まされ
ない大きな出来事となってしまったものの、歳を重ねても心の奥深いところで
繋がっていられる2人の関係がとても暖かく救われたような気がします。若さ故
の未熟かつ、素直な正義感から自分なりのやり方で彼女を支える心理描写がリ
アルで文章からもとてもよく伝わってきました。項目でどうしても怖さは低め
になってしまいますが、最後まで惹きつけられる素晴らしい内容でした。

317 母性 一般審査員E 18 16 15 15 17 81 この話の中で、前世を読み違えてしまったことが一番怖い。ここに登場する早
瀬家族も前世が見える彼も、それぞれが人生において未熟で大きな間違いをし
てしまった印象が拭えない。現実社会の中で、いろいろな救済手立てがあるの
に、なぜ前世なんて手段を選んでしまったのだろう。正常な判断ができなく
なったとき、人は楽な方へ流れてしまうようだ。彼は、この経験の後も前世の
因縁に苦しむ人たちの、話を聞き続ける人生を選んだ。もしかすると誰よりも
深く、前世の因縁に翻弄され続けているのは、ほかでもない彼自身なのではな
いだろうか。

317 母性 一般審査員F 16 16 16 14 15 77 子供を持った事がない私には育児の本当の大変さはきっとわからないだろう
し、想像でしか物を言えないけれど、それはそれは大変だと思う。周りに手
伝って支えてくれる人がいればいいけれど、自分一人だけで、自分がやらな
きゃ、と頑張り過ぎるのはかなりリスクになるだろう。『前世』が見えるとい
う主さん。主さんがマコトさんを見た時に見えたビジョンは育児ノイローゼに
苦しむ母と赤ん坊。主さんとマコトさんは赤ん坊をマコトさんだと思い込んで
いたけれど、結果は逆だった…。高校生といえば、思春期と大人の狭間で、自
身もまだまだ不安定な年頃だから、前世云々関係なく、育児をするには荷が重
いだろう。主さんの解釈が間違っていたからと言って、主さんを責める事は出
来ない。ただ、マコトさんと弟さんが無事だった事が救いだ。

317 母性 一般審査員G 12 12 5 13 5 47 導入がすばらしい！個人的に最高のイントロです。前世を視る事ができる高校
生。絶対面白い設定じゃん！！と期待値が爆上がりしましたが…これは読者が
期待する怪談でしょうか。賞を獲る事が正解ではありませんが、読み手の心を
ざわつかせる方向性が迷走しているように感じました。前世が見える主人公に
起きた不思議な不幸な話。「前世が見える」という最高のスパイスを活かしき
れていないように感じました。設定を生み出す発想力に才能を感じました！他
の作品もぜひ読んでみたいと思いました。

317 母性 一般審査員H 18 19 18 15 18 88 これぞ怪談！という趣きとは違いますが、良いお話でしたね。最後にじーんと
来ます。怖さ、主人公の人の前世が見える能力によってマコトの前世が明かさ
れていく過程や、予想とは違った事実、それが明らかになった時に必死に駆け
つける主人公。この先どうなるの、と思いながら読み続けられました。鋭さ、
ここも前世から続く人の業、闇の深さが容赦なく描かれていて、読み手のこち
らも胸が抉られる思いでした。新しさ、主人公が過去を振り返る所から始ま
り、そして見えた相手の過去世の意味する所が違っていて、そこから悲劇が起
こる。そしてエピローグへ。ハッピーエンドでは決して無いけれど、救いのあ
る終わり。この構成は素晴らしいです。ユーモア、合間合間に高校生らしい多
感な時期のやり取りも挟みつつ、主人公が自分では厄介だと思いながらもその
能力を使ってマコトを助けようとする。ほんの仄かな好意を抱きつつ。前世を
見えはするけれど、詳細な事までは分からない。それが為に危うく最悪の事態
になる所で冷や冷やしましたが、日常と怪異、恐怖のシーソーがとてもユーモ
ラスでした。意外さ、ここも最初は「前世もの」である点が懸念材料でした。
つまり、良くある話だからです。そこを主人公の「何故、他人の過去世が見え
る能力を使って、人助けをするようになったかという導入で目を引き、その
きっかけとなった若き日の記憶へと繋いでいくので違和感を感じさせません。
そして話の核となるマコトの前世の意味する所が、二人の解釈とは違ってお
り、真実に気付いたマコトの悲しい決断。ここで結局亡くなったとなるとよく
あるバッドエンドで、何だかなぁ〜となるんですが、無理やり感のない救いの
展開。そして、そこから冒頭に時が戻って年老いた二人の手紙だけのやり取
り。良い終わり方です。

317 母性 一般審査員I 11 12 12 10 12 57 前世が視れる能力。前世がわかってなにかよきことはあるのだろうか？一度、
X（旧Twitter）で前世が視れるので早い者勝ちで視てあげますって方がいて、
興味本位で視てもらいましたが、まぁ正解がわからないもので。。。なんなら存
在した国も違っていて（笑）でもこのお話ではその能力で人を助けようとした
が、よみちがえてしまって、危うく。。。でしたが、なんとなくいい感じで終
わっていました。親子だからって必ず同じ場所にいなくていいんだ。離れるこ
とも大切なのかもと思わせてくれる心が楽になるお話に感じました。

317 母性 一般審査員J 15 14 15 13 15 72 因果応報に近いもので前世との因果が、今生きていることに関わりがあるとい
うのは仏教でも話を聞いたことを思い出した。とても良い話だったと思う。

合計 140 152 143 134 142 711

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員A 15 19 18 19 15 86 面白い。もう一度言う。面白い。続きが気になり一気に読んだ。アメリカの都
市伝説をベースとした新しい切り口が、とても良い。一人称で読者をぐいぐい
引っ張っていく語り方もなかなか上手い。ただ、何も起こらなかっただけに、
少しメルヘンチックになっており、怖さが減っている。とはいえ、これ以上異
世界について書こうとすると、戻ってきていること自体がおかしくなるので、
その辺のバランスは非常に難しいと思う。全然関係ないのだが、個人的には
「〇部公房」と「〇と千尋の神隠し」を想起した。幻想的な雰囲気はとてもよ
いので、もう少しギリギリのところを攻めると、背筋がゾッとしたと思う。

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員B 11 8 8 10 11 48 読み始めた瞬間、バックルームのパクリだと思って読んでいたら、自分から自
白し始めて、これはパクリではなくてオマージュですよみたいな感じで話を進
めてましたがダメです。パクリです。あと、コンクリは打ちっぱなしであっ
て、吹きっぱなしでは無いと思います。

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員C 10 10 10 18 10 58 2ちゃんねるっぽい書き方でユーモアを感じました。実際に洒落怖にありそう
な話でした。一方で、個人的に化物とかに追いかけ回される展開を途中から期
待していたのですが、それがなく怖さは余りなかったです。

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員D 15 17 18 17 15 82 体験者がオカルト耐性あったからこそ戻ってこられた事例ですね。世界中に話
題になった都市伝説を彷彿とさせる展開に化物が出てくるかと思いきや、見た
目は自分たちと変わらない人間、というのは状況以上に不気味です。そこでは
何が起きているのか、その人達は何者なのかまったく分からないのに情報漏洩
をしないために処分されるという理不尽。とんでもないことが起きているけれ
ど理解することよりも脱出するために必死に動き回る体験者の焦る気持ちと、
都市伝説を思い出しながらヒントがないか考えている描写がリアルでぞくぞく
しながら読ませていただきました。

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員E 16 17 18 18 16 85 『異世界』という題材はコミックなどでもかなりたくさんの作品がある昨今、
現実逃避のひとつのような気がする。突如入り込んでしまった場所を、おかし
いと気づくのにはかなり時間を要するものなんだなっと思った。そこから手持
ちのツールを使おうとしていることがおもしろい。さらに現在の仕事に満足し
ていない、しがない労働者と卑下しているが、その作業服に助けられていると
ころも皮肉でいい感じを出している。誰もいないことが怖いのに出会うとそれ
はそれで怖い、狭く小汚い場所を快く思っていなかったのにその場所に戻った
時の安堵感もうっすらと読み取れて、人はわがままだなと改めて感じた。

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員F 16 15 15 16 16 78 基本、異世界モノは好きなので、面白く読ませていただきました。ただ、異世
界とひと口に言っても色々で、このお話のように、どこまでも続く同じ空間で
ループするような世界は正直怖いですね。同じ異世界でも、普通に景色があっ
たり、建物があったりする方がまだ幾らかは気持ちが落ち着けるような気がし
ます。とは言え、そこから出られなかったらどうしよう、という不安は絶対に
感じるはずなので、自ら迷い込みに行こうとは思いませんが。異世界で出会っ
た3人の作業員風の男達はその世界の管理を任されているっぽいですが、作業
員風、というのが何だかユーモラスで面白いな、と思いました。異世界は覗き
見る位がいいのかもしれませんね。

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員G 10 5 10 15 10 50 SF展開かな！？ワクワク！と読み進めてましたが、若干期待はずれの展開でし
た。登場人物の設定、舞台装置、読み手が想像しやすい色設定。すべてが良い
感じなのに没入できない。個人的に、もう少し主人公の緊張感が伝わる描写が
入っていると良かったなぁと思いました。起伏が無いからこそ、実体験っぽい
雰囲気を感じるのかもしれませんが…。「読ませて想像させるSF怪談」にする
ために、どこをクライマックスにするのかを意識するだけで、めちゃくちゃ良
い怪談に仕上がると思います。次回作に期待しています。

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員H 12 13 13 12 14 64 ストーリー全体の構成は上手いと思います。完成度は確かに高い。が、こと怖
さという観点では弱いです。主人公が突如として異世界に迷い込むくだり、異
世界が黄色い壁の部屋が延々と繋がる空間として描かれている場面も、いまい
ち緊張感に欠けます。もっとヒリヒリするような、心臓がバクバクするような
場面が欲しいです。後半の謎の男達登場では、ドキっとしましたが。鋭さ、こ
こも弱い。主人公がどこか他人事のように語っている感じがします。粛々と物
語が進行していくため、あっさりしすぎです。もっと主人公の感じた恐怖、不
安感の描写が欲しいです。新しさ、うーん。異界に迷い込むという設定は定番
ではあるので、その点で新しさを感じるのは難しいと思います。ただ、異界の
者が見るからに物の怪、異形の者では無く、一見普通のおじさん達という点で
は意表は突かれました。ユーモアさ、ラスト部分ですかね。それまで、主人公
の人間味がさほど感じられなかったりのですが、最後にちゃっかり、異世界に
入り込んだ事をネカフェで書き込んでる。危険を冒してでも。皆に伝えないと
いけないと一見使命感に駆られてるようで、結局のところ承認欲求では？とい
う人間くささに可笑しみを感じます。意外さ、まず異世界=黄色い大きな部屋
がひたすら連なっているという、何だこれ？な状態。いよいよ怪異出現か！？
という所で、見た目普通のおじさん達登場、だがその正体は、、、という点で
す。とは言え、冒頭で異世界モノについて語り始めているためこの後主人公が
異世界に迷い込むのね、というのが分かりますし、先程も述べましたがそもそ
も「異世界」ものは定番中の定番です。そこに意外性を持たせるのは、だいぶ
難しいかと。

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員I 12 11 13 14 11 61 いやぁ現実に起こりそうなお話ですね。きさらぎ駅のように２ちゃんねるに投
稿されていそうなお話でした。読みやすく情景を想像しやすくワクワクしまし
た。よいお話だったと思います。私も扉を開けるときはそっと開けなきゃとか
思いましたし、消されないようにこの話は秘めておこうとか（笑）

316 黄色いバックヤード 平中なごん 一般審査員J 13 15 18 18 14 78 異世界に迷い込んでしまうという興味深い話だった
結局、何だったのかがわからないが、主人公の心情に関する記述がとてもわか
り易かった。

合計 130 130 141 157 132 690

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

306 コケタ 一般審査員A 15 14 14 15 15 73 正直、もっと高いレベルまで行けたと思う。「山」という怪談の中では鉄板中
の鉄板かつ最強の素材の一つを使っているという自覚を、もっと持ってほし
い。実話を元にした創作なのであれば、山で出会った怪異についてさらに深く
考察すると、とんでもなく怖い話になった可能性がある。外面の怖さを肉付け
しすぎていて、内面の恐怖の肉付けが甘いように感じられた。本当に鳥肌が立
つほどゾッとする話というものには、「背景」や「原因」といった、より深
く、裏側にある「何か」があると私は考えている。それは、人の内面に絶望的
なほど深い影を落とし、本当の意味での恐怖へとつながる「何か」である。文
章表現も含め、伸びしろがかなりある作品であると感じた。

306 コケタ 一般審査員B 12 10 8 12 10 52 俗にいう山の神のはなしでしょうか。しかし車が通れるように整備されている
道に山神がいるとは思えないのであるとしたら物凄く強い悪霊でしょうかね。
怪談的には昔からよくある、よく事故が起きる道のはなしでしたね。あと、誤
字脱字が多いと怖さが半減するのと集中力が切れるので減点対象になります。

306 コケタ 一般審査員C 20 16 14 12 18 80 女の声の描写が怖い（女の口の中から声、生首からの声、猫の口からの声。話
の展開や語り口調は洒落怖っぽいと感じました。怖さとびぬけていたので、怖
さの項目は満点にしました。

306 コケタ 一般審査員D 20 16 17 18 15 86 情景描写が生々しく、山特有のじっとりとした湿度が感じられるような気分で
した。曾祖父様の体験を読んだ時は、狙われているのは曾祖父様かと思いまし
たが不幸な目に遭わせられるなら、結果的に誰でも良かったのかと思うととて
も不気味でした。人の姿をしているのであれば、その場所で何かあった人の念
のようなものかと思いましたが、姿を変えてくるというのはただの念ではなく
その山に潜む妖怪のような存在なのかも、と思いました。焦っている時、急に
記憶が蘇った時に受ける衝撃など心理描写も分かり易く、余計なことを考えな
いで最後まで一気に読んでしまった怖い話でした。

306 コケタ 一般審査員E 18 18 15 17 15 83 山には怪異が潜んでいると聞くがこれもそのひとつ。戦後間もないころの出来
事ということで、これが夜の山道ではなく街角だったら、その道の女性かと思
える。貞子の赤ヴァージョン、動きも貞子か伽椰子っぽいけれどこれは結構気
持ちの悪いものだ。曾祖父や当事者の状況や心情が手に取るようにわかり、そ
りゃ怖かっただろうと思う。バイクや車の状況描写が丁寧で前方の友人を追っ
ていく様子や免許取り立てで、お気に入りの曲に酔いながら運転しているさま
がおもしろい。その物の怪は事故を起こさせたことを伝えたい承認欲求の強い
性格のようだ。

306 コケタ 一般審査員F 14 12 13 10 11 60 長文を書かれたのは初めてという事のようですが、まだまだこれから上手く
なっていかれると思いますので、あまり細かい指摘をするのもどうかとは思い
ましたが、今後の参考の為に少しだけ。反響ら、は半狂ら、の書き間違いか
な？と思ったのと、いつも燃えだしても…の箇所は、いつ燃えだしても、に。
記憶が芋蔓式に…のところは、記憶を、に。最後のご視聴ありがとうございま
した、は、書くならご静聴、ですかね。細かくて申し訳ないですが、接続助詞
が間違っていると、案外、ん？となってしまう事も多いので、敢えて書かせて
いただきました。お話の内容は、結構怖かったです。事故で命を落としそうに
なったり、曾祖父と同じ体験をしてしまうとか、不思議怖いですね。赤い服の
女はその山で亡くなった人でしょうか？通りかかる人を死に引摺り込もうとし
ているのなら恐ろしいですね。

306 コケタ 一般審査員G 18 18 5 5 10 56 戦後しばらく経ってバイク、ヘルメットかぶるかな？？曽祖父？祖父ではな
く？投稿者さんが若いのか？？と所々に感じる違和感を抱えながら読みまし
た。投稿者さんの家族を想像した影響でしょうか、後半のクライマックスにつ
ながる内容が非常に生々しく感じれました。曽祖父の友人Aの無惨な姿の描写
がとても上手い。想像の視線誘導と並行して恐怖や気持ち悪さが加速していく
構成がとても素晴らしいと感じました。脳に焼きつくいい怪談に仕上がってい
ると思います。

306 コケタ 一般審査員H 11 10 11 10 11 53 物語としては決して悪くないのですが、ごめんなさい、筆者の文章の癖が気に
なります。まず、〜そうです。〜らしいです。が多くてリズムが崩れちゃって
ます。あと数箇所誤字も見受けられ、、確かに細かい事ですが、読み手としては
これはしんどい。怖さに集中したいのに気が逸れます。で、怖さ、赤い服の女
が出てくるまでの緊張感に欠けます。前段の描写が長すぎるためかと。仲間と
ツーリングに行く行程の部分、もっとコンパクトにしてみてはどうでしょう
か？怪異に到るまでのドキドキするような描写が足りていません。鋭さ、ここ
も弱い。説明的な表現が多く、全体的に散漫な印象です。新しさ、ラストで猫
が怪異を体現するという点では新しさも感じられるのですが、夜中に山中に入
り込んで恐ろしいモノに出くわす、と言うのはさして珍しくは無いかと。ユー
モアについて、赤い女の様子が珍妙なのと、いや、猫が引き継ぐんかい！と言
う点はユーモアも感じます。ただ、肝心の曽祖父と主人公の人物像の描写が足
りていません。二人の会話だとか友人とのやり取りとか、日常的な部分が感じ
取れると怪異に遭遇した時のギャップで面白いんですが。意外さ、ここもあま
り感じられませんでした。曽祖父が出会った赤い女という形での怪異から主人
公自身が出くわす奇っ怪な猫に繋がるまでが、中盤で少し見越せてしまうと言
いますか、予想の範囲内という印象が拭えません。主人公のエピソード部分、
思いっきり端折って怪異の部分のみに特化するなど、あ！そう来たか！と思わ
せるものが欲しいです。色々と言って申し訳ありません。ただ、文章を書く力
は十分にある方だと思います。今後に期待しています。

306 コケタ 一般審査員I 11 12 13 10 11 57 実体験なのですね。おじいさんのお話は衝撃が大きかったです。おじいさんの
話も実話ってことなんですよね。きっと。。。友達を目の前で亡くすだけでも衝
撃的な出来事なのにお友達のご遺体がそんなことになったなんて、もう怖くて
仕方なかったと思います。

306 コケタ 一般審査員J 17 17 13 14 15 76 世代をまたいだ悪しき者からの体験で、非常に怖かった。特にAの身に起こっ
た首をスピーカーのように使われてしまうことだった。ストーリーの組み立て
としてもわかりやすい話だった

合計 156 143 123 123 131 676
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